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平

井

秀

文

 
標
題
に
つ
い
て
、
本
誌
第
十
号
に
続
稿
す
る
。

 
一
文
献
中
に
同
一
資
料
が
何
例
か
援
用
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
が
原

本
か
ら
の
直
接
の
と
、
間
接
に
よ
る
も
の
と
が
混
在
す
る
と
い
ヶ
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

 
遊
仙
窟
た
る
注
記
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
原
典
に
な
か
っ
た
り
、
著
し
い

異
訓
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ど
う
扱
う
べ
き
か
理
解
し
が
た
い
も
の
も
少

な
く
な
い
。
間
接
の
援
用
の
う
ち
に
、
た
ま
た
ま
そ
の
注
記
が
付
け
ら
れ
た

か
。
し
た
が
っ
て
別
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
所
拠
の
資
料
に
正
し
く
注
記
せ

ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
援
用
に
あ
た
っ
て
、
脱
落
し
た
σ
、
誤
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
も
、
多
い
は
ず
で
あ
る
。

 
節
用
集
（
弘
治
二
年
本
）
で
、
た
だ
一
例
（
副
臥
）
に
遊
仙
屈
（
横
陳
）

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
千
鳥
抄
の
文
に
よ
る
こ
と
の
注
記
が
あ
っ
て
、

原
典
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

 
 
六
 
運
歩
色
葉
集
と
「
い
ろ
は
字
」
と

 
 
七
 
温
故
知
新
書
一
二
訓

 
 
八
 
温
故
知
新
書
-
異
文
・
異
訓

 
 
九
 
塵
芥
に
つ
い
て

一
〇
 
明
文
抄
の
訓
読
伝
受
説

 
 
 
 
 
 
 
 
六

 
運
歩
色
葉
集
（
元
亀
二
年
京
大
本
）
に
は
、
遊
仙
窟
を
注
記
す
る
二
例
は
あ

る
が
、
原
文
・
原
訓
を
考
え
る
に
、
と
も
に
問
題
が
あ
る
。

 
 
蟹
．
麟
久
留
我
副
，
鮨
事
謬
瀞
道
日
本
鱒
状
羅

 
 
 

 
 
何
須
遊
仙
窟
三
ー
ウ
）

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
「
何
須
」
を
「
ア
ジ
キ
ナ
シ
」
と
訓
ず
る
も
の

で
あ
る
が
、
ジ
・
ヂ
の
仮
名
遣
い
は
別
と
し
て
、
原
典
で
は
、
こ
の
訓
は
、
 
「

無
情
、
無
事
、
無
端
、
多
事
、
遮
莫
」
の
諸
語
に
わ
た
っ
て
い
る
。
「
何
須
」

の
原
文
は
数
条
に
お
よ
ぶ
が
、
全
く
こ
の
訓
の
あ
る
べ
き
を
見
な
い
。

 
 
ヒ
タ
ス
ラ
同
 
同
同

 
 
太
 
販
 
太
疋
遊
仙
屈
 
太
火
 
疋
女
 
国
管
河
海
 
（
三
4
4
オ
）

 
原
文
で
は
、
単
独
の
「
太
」
あ
る
い
は
そ
れ
と
の
複
合
語
例
は
あ
る
が
、
こ
、

の
と
お
り
の
語
は
見
え
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
「
太
」
は
、
諸
本
を
通
じ
て
「

ハ
ナ
ハ
ダ
」
「
イ
ト
（
ト
）
」
の
訓
を
常
と
す
る
。

 
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
原
典
か
ら
の
援
用
で
は
な
く
、
出
典
注
記
の
多
い
本
書
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が
、
そ
の
書
写
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
錯
雑
で
あ
ろ
う
。

 
「
い
ろ
は
字
」
 
（
妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
本
）
に
も
一
条
の
注
記
が
あ
る
。

 
 
マ
シ
 
 
ナ
 
 
 
ヒ

 
 
猶
匹
耐
遊
仙
務
ニ
ア
リ
（
六
オ
）

 
単
に
出
典
名
を
記
す
だ
け
の
通
例
と
異
な
っ
て
、
い
か
に
も
原
曲
ハ
か
ら
の
も

の
で
あ
る
よ
う
な
、
短
い
な
が
ら
文
を
成
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
原

文
に

 
 
カ
タ
マ
ユ
タ
ニ
モ
 
 
カ
タ
キ
モ
ノ
ヲ
タ
へ

 
 
一
 
眉
 
 
猶
 
巨
レ
 
耐

 
 
 
 
 
 
 
 
出
藍
キ
ニ

と
あ
る
部
分
の
原
文
に
該
当
す
る
が
、
そ
れ
が
、
ど
う
し
て
「
マ
シ
ナ
ビ
」
な

ど
と
読
ま
れ
る
訓
を
つ
け
た
も
の
か
。
遊
仙
窟
ニ
ア
リ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

本
文
だ
け
に
つ
い
て
い
っ
て
い
て
、
解
し
が
た
い
付
言
は
、
全
く
別
の
も
の
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ

何
ら
か
の
錯
誤
か
ら
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
耐
ヘ
カ
タ
キ
モ

ノ
ヲ
」
と
は
、
諸
本
に
通
ず
る
訓
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
・

七

 
温
故
知
新
書
は
、
節
用
集
の
類
で
あ
る
が
、
と
く
に
そ
の
出
典
注
記
が
詳
し

い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
遊
仙
窟
を
注
記
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
だ
け

で
、
六
十
条
に
お
よ
ぶ
。
注
記
の
脱
落
は
考
え
な
い
本
稿
で
あ
る
が
、
他
に
も

出
典
た
る
べ
き
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
示
さ
れ
た
注
記
の
書
名
は
「
遊

仙
、
遊
、
仙
」
の
三
種
が
認
め
ら
れ
る
。
 
一
般
に
、
文
献
名
を
略
記
す
る
に

は
、
そ
の
初
め
か
、
と
き
に
は
末
尾
の
部
分
を
以
て
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
 
「

仙
」
と
い
う
中
央
の
一
字
を
用
い
る
こ
と
は
珍
し
い
。
現
に
、
こ
の
辞
書
の
例

で
い
う
と
、
白
氏
文
集
は
、
 
「
自
、
白
文
、
白
文
集
、
文
集
」
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

 
「
仙
」
は
、
そ
の
前
後
の
「
遊
、
窟
」
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
画
数
の
少
な

い
字
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
多
用
の
略
記
と
な
っ
た
も
の
で
、
誤
記
な
ど
と
考
、

え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
三
種
の
注
記
が
、
全
巻
に
散
在
し
て
い
て
、
ど

こ
か
に
偏
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
使
用
数
か
ら
い
え
ば

全
体
例
の
過
半
が
「
仙
」
で
、
そ
の
語
訓
を
調
べ
る
と
、
ま
ず
遊
仙
窟
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
誤
り
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
遊
仙
」
と
ま
で
記

し
た
も
の
は
、
わ
ず
か
散
在
の
三
例
に
す
ぎ
な
い
。

 
原
典
の
訓
読
な
ど
を
調
べ
る
と
、
活
用
形
の
違
い
や
語
形
の
異
な
り
な
ど
の

多
少
あ
る
こ
と
は
認
め
て
、
だ
い
た
い
原
訓
を
伝
え
る
も
の
が
主
で
あ
る
が
、

や
は
り
、
原
文
・
原
訓
に
全
く
見
え
ぬ
も
の
も
あ
り
、
ど
う
扱
う
べ
き
か
に
迷

う
も
の
も
見
え
る
。
援
用
に
あ
た
っ
て
の
書
写
な
ど
に
問
題
が
残
る
。

 
ほ
ぼ
原
訓
を
伝
え
る
も
の
を
あ
げ
る
。
原
典
の
正
伝
本
に
共
通
す
る
と
い
う

わ
廿
で
は
な
く
、
ど
れ
か
に
存
す
る
と
い
う
も
の
を
も
含
め
て
。

 
 
ア
マ
タ
ヘ
ビ
 
 
ア
チ
キ
ナ
シ
 
 
イ
ナ
ビ
ハ
テ
ヌ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
ウ
ト
ム
 
 
 
ウ
チ
タ
ヘ
イ
テ

 
 
数
回
 
無
端
 
不
肯
 
 
形
迩
 
拍
搦

 
 
ケ
 
 
サ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
ク
テ
ウ
ト

 
 
今
朝
 
（
上
巻
）

 
「
不
肯
」
は
、
諸
本
だ
い
た
い
に
「
イ
ナ
ヒ
ハ
ツ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
」
と
い
う

の
が
原
訓
で
、
醍
醐
寺
本
に
「
イ
ナ
ビ
ス
パ
」
と
あ
る
の
が
異
訓
。
こ
の
例
は

ま
た
小
異
は
あ
る
が
、
別
訓
と
い
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。
「
拍
搦
」
の
は

明
ら
か
に
文
選
読
の
原
訓
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
が
、
「
テ
ウ
」
と
い
う
字

音
を
示
し
て
い
る
。
諸
本
に
通
ず
る
の
は
・
「
テ
キ
」
で
あ
る
。

 
 
サ
マ
ヨ
ウ
 
 
 
シ
ノ
ヒ
メ
 
 
タ
ナ
ハ
タ
ツ
メ
 
 
タ
イ
マ
イ
ノ
ヵ
メ
ノ
コ
ウ
 
 
ナ
ケ
キ

 
 
沈
吟
 
楡
眼
 
織
女
 
蛾
謂
 
 

沈
吟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
ヨ
 
ウ

 
 
ノ
ス
 
 
 
ヲ

 
 
璽
レ
他
（
中
巻
）
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「
沈
吟
」
は
、
右
の
よ
う
な
形
で
、
サ
・
ナ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
に
出
て
い

る
。
「
サ
マ
ヨ
フ
」
は
諸
本
に
通
ず
る
原
訓
。
し
か
し
、
「
ナ
ケ
ク
」
．
「
マ
ヨ

プ
」
の
類
は
見
え
な
い
異
訓
。
原
典
で
は
、
こ
の
語
は
一
例
だ
け
で
は
な
い
が

別
に
「
シ
ナ
ヶ
ル
」
の
訓
を
も
伝
え
る
真
福
寺
本
．
陽
明
文
庫
本
の
ご
と
き
が

あ
る
。
 
「
シ
ノ
ヒ
メ
」
の
ほ
が
に
「
ヨ
コ
メ
」
、
 
「
ノ
ス
」
の
ほ
か
に
「
ノ
ハ

ス
」
と
も
、
、
醍
醐
寺
本
で
は
訓
ず
る
。
「
珀
瑠
」
は
原
訓
の
文
選
読
を
そ
の
ま

ま
示
し
て
い
る
が
、
 
「
カ
メ
ノ
コ
ウ
」
は
、
刊
本
の
ご
と
き
は
「
カ
メ
ノ
カ
フ

」
と
記
し
、
そ
の
開
合
の
違
い
は
、
単
に
こ
の
訓
読
資
料
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
ス
ボ
ツ
テ

 
 
ハ
チ
ス
 
 
 
ヒ
ト
ワ
レ
 
 
 
ヒ
ト
ソ
コ
ナ
ヒ
 
 
ヒ
ト
ニ
キ
リ
 
同
 
 
 
イ
タ
ツ
シ
キ

 
 
芙
蓉
他
自
 
蚕
賊
 
一
回
搦
 
三
三

 
 
マ
ス
ラ
オ
 
 
 
エ
レ
ル
イ
ラ
カ
ヲ
 
ヨ
ノ
ナ
カ

 
 
大
夫
 
一
一
 
人
間
（
下
巻
）

「
向
自
」
は
、
砂
払
「
ヒ
ト
モ
ワ
レ
モ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
。
「
ヒ
ト
ニ
キ
リ
」

は
、
コ
抄
」
「
一
搦
」
．
の
両
語
を
示
す
と
お
り
、
原
典
に
も
両
州
が
あ
る
の

を
正
し
く
示
す
。
「
麦
、
．
ゴ
ご
プ
」
」
の
訓
、
「
フ
ス
」
の
「
ス
」
は
原
町
に
よ
っ
た
、

ま
た
「
イ
キ
タ
ツ
」
と
あ
る
「
ツ
」
は
、
「
ハ
」
、
ま
た
は
「
ワ
」
の
字
形
で
あ

る
べ
く
、
原
訓
「
イ
キ
タ
ハ
（
ワ
）
シ
」
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
。
'

 
・
「
雛
．
彊
」
の
出
典
注
記
が
、
既
述
の
「
遊
仙
」
と
あ
る
稀
少
の
一
例
で
あ
る

こ
と
を
付
記
す
る
。
な
お
．
こ
れ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
 
「
エ
レ
ル
イ

ラ
カ
ヲ
」
と
い
う
、
助
詞
ま
で
を
含
め
た
の
は
、
い
か
に
も
訓
点
の
原
形
を
そ

の
ま
ま
転
載
し
た
よ
う
な
示
し
か
た
で
、
 
「
エ
レ
ル
イ
ラ
カ
」
と
い
う
語
形
で

は
な
い
。
も
っ
と
も
、
本
書
が
、
噛
遊
仙
窟
の
点
本
を
原
資
料
と
し
て
、
直
接
に

そ
れ
か
ら
こ
こ
に
抜
ぎ
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
す
る
も
の
と
い
う
の
で

は
な
い
が
。
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出
軍
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
右
と
変
わ
り
な
い
が
、
原
典
で
は
、
他
の
異

訓
と
併
記
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
も
の
、
ま
た
や
や
注
を
要
す
る
も
の
な
ど
を

こ
こ
に
あ
げ
る
。

 
 
ウ
ツ
ク
シ
ケ
シ
テ
 
 
ウ
タ
ヵ
フ
コ
ト
 
 
 
コ
ナ
タ
ァ
ナ
タ

 
 
可
愛
 
分
錬
 
雨
邊
（
上
巻
）

「
可
愛
」
の
訓
は
、
お
そ
ら
く
「
ウ
ツ
ク
シ
ケ
に
シ
テ
」
の
ヲ
コ
ト
点
の
脱
し

た
形
で
あ
ろ
う
。
原
訓
「
ウ
ツ
ク
シ
ヶ
ナ
ル
、
メ
テ
タ
キ
、
オ
モ
ハ
シ
キ
」
な

ど
併
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
文
選
読
の
連
体
形
訓
に
あ
た
昏
。
こ
れ
は
・
，
原
文
．

ト
刊
本
）
の

二
郷
嬌
裏
面
、
可
愛
語
中
灘

と
あ
る
も
の
で
、
「
何
（
可
）
怜
」
と
相
対
レ
、
諸
本
ほ
ぼ
両
語
に
共
通
訓
を

「
示
し
て
い
る
。
「
分
躁
」
も
ま
た
文
選
読
の
回
訓
に
「
ウ
タ
カ
フ
コ
ト
」
が
共

通
す
る
が
、
「
ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
コ
ト
」
の
併
訓
も
少
な
く
な
い
。
「
雨
邊
」
の

 
「
ア
ナ
タ
」
は
、
「
カ
ナ
タ
」
に
訓
ず
る
伝
本
も
あ
り
、
慶
安
刊
本
は
そ
れ
ら

を
併
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
刊
本
が
、
 
「
ア
ナ
タ
コ
ナ
タ
」
と
全
く
逆
の

語
順
に
よ
る
訓
を
示
し
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。

 
 
ナ
ヤ
マ
シ
キ
 
 
 
ナ
ッ
ク
ロ

 
 
不
平

野
守
、
（
巾
巻
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ヤ
マ
シ
キ

 
「
不
平
」
は
、
そ
の
上
に
ゴ
辛
苦
」
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
に
同
訓
た
る
を
注
記

す
る
例
で
、
明
ら
か
に
形
容
詞
形
で
あ
る
。
原
訓
で
は
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
の

ほ
か
に
、
 
「
ナ
ヤ
マ
ス
」
と
い
う
動
詞
形
の
訓
も
み
り
、
．
「
コ
ト
く
シ
」
と

訓
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

 
「
求
守
」
は
、
原
訓
は
文
選
読
に
「
求
守
ト
ナ
ツ
ク
コ
ト
」
と
す
る
も
あ
る

が
、
む
し
ろ
「
ヨ
リ
ツ
ク
コ
ト
」
の
訓
の
ほ
う
が
多
く
共
通
す
る
。
醍
醐
寺
本
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の
一
訓
は
「
求
守
と
ナ
ツ
ミ
」
と
の
別
訓
を
も
示
す
。

 
 
ハ
ナ
ハ
タ
シ
ク
 
 
フ
ク
ツ
ケ
ナ
キ
人
 
マ
シ
ロ
ク
 
ヨ
リ
く
 
オ
モ
シ
ロ
シ

 
 
異
同
ト
貧
生
．
一
霞
風
流
（
下
巻
）

「
異
同
ト
」
は
、
文
選
読
の
原
訓
の
「
ト
」
語
尾
ま
で
残
し
て
い
る
の
が
注
目

せ
ら
れ
る
。
諸
本
に
「
ハ
ナ
ハ
タ
シ
ク
」
が
通
ず
る
が
、
「
カ
タ
・
・
カ
ヒ
テ
」

を
併
記
す
る
の
も
あ
る
。
「
フ
ク
ツ
ケ
ナ
キ
人
」
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
全
く
の

孤
訓
に
近
い
が
、
陽
明
文
庫
本
の
一
訓
に
「
フ
ク
ツ
ケ
ナ
キ
コ
ト
」
と
あ
る
の

は
、
こ
れ
に
通
ず
る
と
い
っ
て
よ
い
。
「
フ
ク
ツ
ケ
ナ
キ
ヒ
ト
」
が
共
通
訓
と

い
う
べ
く
、
醍
醐
寺
本
で
は
「
フ
」
が
「
ム
」
の
異
音
と
な
っ
て
い
る
。
、
刊
本

の
「
ム
サ
ホ
レ
ル
ヒ
ト
」
は
、
字
に
即
し
て
読
ん
だ
新
訓
で
は
な
い
か
。
「
マ

シ
ロ
ク
」
ば
、
詳
し
く
本
書
の
記
載
を
示
せ
ば
ハ
そ
の
前
に

 
 
マ
シ
 
ロ
ク
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
 
 
 

 
 
目
 
挑
孟
 
瞬
 
目
 
引
傭

と
あ
る
も
の
で
、
「
目
ヲ
マ
シ
ロ
ク
」
と
読
む
こ
と
を
「
仙
」
の
注
記
で
示
し

て
い
る
。
原
典
諸
本
に
「
何
冷
眼
引
し
と
あ
る
個
所
の
訓
を
採
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
、
「
眼
ノ
マ
シ
ロ
カ
ン
」
と
の
共
通
訓
を
有
す
る
が
、
、
「

・
引
」
に
「
ワ
カ
ム
」
を
も
併
訓
ず
る
の
も
あ
る
。

「
乍
」
は
、
原
典
に
数
例
が
あ
っ
て
、
そ
の
ど
れ
の
訓
を
示
し
て
い
る
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
そ
の
字
訓
だ
け
に
つ
い
て
い
う
と
、
こ
の
「
ヨ
リ
ヨ
リ
｝
こ
の

共
通
訓
の
ほ
か
に
、
 
「
ホ
ト
ホ
ト
ニ
、
ア
ル
ト
キ
ハ
、
ニ
ハ
（
ワ
）
カ
一
こ
な

ど
と
そ
の
と
き
に
応
じ
て
読
み
わ
け
ら
れ
て
い
る
つ
「
風
流
」
．
は
、
そ
の
上
の

語
に
「
面
白
」
が
あ
り
、
「
オ
モ
シ
ロ
シ
」
の
訓
を
示
し
、
そ
れ
と
同
訓
元
る

こ
と
を
記
し
て
い
る
に
し
た
が
っ
た
。
こ
れ
も
、
文
選
読
の
共
通
訓
で
あ
る
が

原
訓
「
オ
（
ヲ
）
モ
シ
ロ
キ
コ
ト
」
も
あ
る
が
、
多
く
は
「
ミ
ヤ
ヒ
（
ヤ
）
カ

ナ
ル
コ
ト
し
で
あ
り
、
そ
れ
が
通
訓
と
い
っ
て
よ
い
。
醍
醐
寺
本
の
一
訓
に
は

「
ミ
サ
ヲ
ヤ
カ
ナ
ル
」
と
い
う
の
も
見
え
る
。

こ
れ
も
原
訓
を
伝
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
注
意
す
る
べ
き
三
例
を
あ
げ
る
っ

 
ア
カ
ツ
キ
ノ
ツ
キ
 
ア
タ
レ
リ
 
ロ
 
コ
 
 
 
ハ
ウ
ノ
ハ
ラ
コ
モ
リ

 
明
月
配
人
二
（
上
巻
）
豹
胎
（
下
巻
）

刊
本
に
は
、
 
「
明
月
」
に
右
訓
「
ア
リ
ア
ケ
ノ
ツ
キ
」
と
左
訓
「
ア
カ
ツ
キ
ノ

」
と
が
あ
る
。
左
訓
は
、
本
書
と
同
じ
ぐ
「
ア
カ
ツ
キ
ノ
月
」
と
い
う
も
の
を

示
し
て
い
る
。
陽
明
文
庫
本
は
「
ア
リ
ア
ケ
ノ
ツ
キ
」
で
あ
る
が
、
真
福
寺
本

は
「
明
月
ノ
ハ
レ
タ
ル
（
月
）
は
」
と
訓
ず
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
醍
醐
寺

本
は
、
右
訓
に
「
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ハ
」
と
あ
り
、
左
訓
に
「
ア
カ
ツ
キ
ノ
菅
」

と
見
え
る
。
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
異
訓
で
共
通
し
な
い
が
、
本
書
の
訓
は
、
刊
本
の
．

左
回
と
通
じ
、
醍
醐
寺
本
の
旧
訓
で
あ
り
、
そ
れ
が
注
記
「
菅
」
で
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
菅
家
点
の
訓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
れ
に
通
ず
る
こ

と
は
、
つ
ぎ
の
「
配
」
に
も
い
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
タ

 
「
仙
」
と
注
記
が
あ
り
、
「
人
買
配
レ
リ
」
と
読
む
べ
き
語
例
で
あ
る
。
原

典
の
「
今
共
娘
子
相
配
」
の
末
尾
の
訓
を
示
す
も
の
で
、
諸
本
の
訓
を
見
る
と

「
相
ヒ
配
ス
」
の
ほ
か
「
ナ
ラ
ヒ
テ
（
ヌ
）
」
を
通
訓
と
す
る
。
陽
明
文
庫
本

に
「
ア
タ
れ
り
」
の
訓
あ
る
の
は
、
醍
醐
寺
本
の
一
訓
「
ア
タ
レ
山
菅
」
、
す

な
わ
ち
、
菅
家
点
た
る
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
の
に
あ
た
る
。
そ
れ
が
本
書
の

訓
に
通
ず
る
。
さ
ら
に
、
「
豹
胎
」
の
「
ハ
ラ
コ
モ
リ
」
は
諸
本
の
共
通
訓
で

あ
る
が
、
字
音
-
「
ハ
ゥ
」
は
「
ヘ
ゥ
」
と
す
る
も
あ
り
、
醍
醐
寺
本
は
、
右
訓

に
「
ヘ
ウ
」
、
左
訓
に
「
ハ
ウ
菅
」
と
し
て
、
菅
家
の
読
法
を
示
す
。
本
書
は

・
こ
れ
に
通
じ
、
真
福
寺
本
も
同
じ
。

 
た
ま
た
ま
、
醍
醐
寺
本
に
よ
っ
て
菅
家
点
を
知
り
得
る
が
、
わ
ず
か
な
こ
れ

ら
の
例
に
よ
っ
て
、
本
書
の
訓
が
、
ど
う
い
う
系
統
の
も
の
か
を
断
じ
よ
う
な

、
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ど
と
い
う
の
で
は
な
く
、
指
摘
に
す
ぎ
な
い
。

八

 
そ
の
出
典
注
記
の
と
お
り
に
、
遊
仙
窟
を
示
す
も
の
た
る
は
明
ら
か
に
認
め

ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
現
存
の
諸
沼
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
原
文
・
原

訓
な
ど
と
異
文
・
異
訓
で
あ
り
、
．
そ
の
意
味
で
あ
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

を
、
こ
こ
に
述
べ
る
。

 
 
タ
ヒ
・
ト
 
 
 
 
 
 
タ
・
ス
ム
 
 
 
 
 
 
ハ
チ
シ
ラ
フ
 
同
同
同

 
 
賓
客
（
上
巻
）
徒
債
（
中
巻
）
含
嬌
嬉
嫉
（
下
巻
）

 
こ
れ
ら
は
、
や
や
異
文
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
。
「
賓
客
」
に
は
、
左
訓
に

も
小
記
し
て
「
タ
ヒ
・
ト
」
と
、
お
そ
ら
く
後
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

訓
は
、
原
典
に
し
き
り
に
出
て
く
る
が
、
「
客
、
遠
客
、
戸
内
、
凡
俗
、
凡
常

」
な
ど
、
多
く
の
語
に
施
さ
れ
る
。
 
「
賓
客
」
の
語
は
な
い
。
本
書
で
は
、
 
「

賓
客
」
の
つ
ぎ
に
「
旅
客
」
を
あ
げ
て
、
同
訓
を
示
し
て
い
る
。
さ
き
に
あ
げ

た
小
記
左
訓
が
、
 
「
客
」
だ
け
の
遊
仙
窟
訓
た
る
を
記
し
た
か
。

 
「
徒
債
」
は
、
原
文
、
「
徒
筒
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば

「
タ
・
ス
ム
」
の
共
通
訓
と
な
る
。
こ
の
異
文
は
、
あ
る
い
は
「
賓
」
な
ど
と

と
も
に
、
他
の
資
料
と
の
混
同
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
終
わ
り
の
例
は
、

「
墳
」
字
の
左
下
に
「
仙
」
と
注
記
し
て
あ
る
が
、
厳
密
に
い
っ
て
、
訓
の
部

分
に
「
同
」
字
が
列
挙
し
て
あ
り
、
ど
の
字
を
、
遊
仙
窟
と
認
識
し
て
書
い
て

い
る
の
か
、
-
上
の
す
べ
て
を
さ
す
か
、
．
疑
わ
し
い
。
原
訓
で
、
「
ハ
チ
シ
ラ
フ

」
を
記
し
て
い
る
本
文
は
、
「
含
嬌
、
髪
瞑
」
が
、
ほ
ぼ
こ
こ
に
あ
た
る
。

 
原
文
は
あ
る
が
、
異
訓
で
、
本
書
の
記
載
と
一
致
し
な
い
も
の
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
異
訓
と
い
う
の
も
、
．
他
の
語
例
に
対
し
て
の
も
の
と
し
て
は
存
す
る

中
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓
⇔

と
い
う
の
が
多
く
、
文
と
訓
と
が
．
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
が
、
何
ら
か
に
よ
ノ
っ
て

併
記
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
も
あ
ろ
う
。

 
 
ア
チ
ギ
ナ
ク
 
 
ウ
ッ
ヶ
タ
リ
 

カ
タ
チ
カ
ヰ
 
 
キ
・
シ
レ
 
 
ク
タ
く

 
 
薄
媚
 
穿
 

参
差
ト
知
聞
 
寸
（
上
巻
）

「
ア
チ
キ
ナ
シ
」
の
訓
語
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
述
べ
た
。
 
「
一
一
」
に
つ
い

て
は
、
「
ナ
サ
ケ
ナ
キ
」
と
い
う
の
が
、
原
訓
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
穿
」
は
、
そ
の
上
に
「
躁
」
が
あ
っ
て
「
ウ
ツ
ヶ
タ
リ
」
と
訓
じ
、
そ
れ
を

う
け
て
回
訓
に
「
同
」
と
あ
る
の
に
し
た
が
っ
た
。
 
「
仙
」
の
注
記
が
あ
る
。

こ
の
字
に
即
し
て
の
原
訓
は
「
ウ
カ
チ
」
が
共
通
す
る
。

「
参
差
」
に
は
明
ら
か
に
左
下
に
「
ト
」
．
の
小
鮎
が
送
ら
れ
て
、
「
参
差
ト
カ

タ
チ
カ
ヰ
」
と
文
選
読
た
る
を
示
す
。
原
典
で
は
、
 
「
参
差
」
を
、
 
「
タ
ヲ
ヤ

カ
ニ
、
シ
ナ
く
一
こ
な
ど
と
訓
ず
る
語
例
も
あ
る
が
、
 
「
カ
タ
・
カ
ビ
ナ
リ

（
ナ
ル
コ
ト
）
」
と
読
む
個
所
が
、
本
所
の
例
に
該
当
す
る
。
「
タ
カ
ヒ
」
と

「
チ
カ
ヰ
」
と
の
違
い
は
あ
り
、
そ
れ
は
源
訓
に
は
見
え
な
い
が
、
意
味
の
異

な
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
あ
る
い
は
「
タ
」
と
「
チ
」
ど
の
類
形
か
ら
、
誤

写
に
い
た
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

 
「
玉
章
」
の
訓
は
、
お
そ
ら
く
「
キ
・
シ
レ
る
こ
と
」
な
ど
の
ヲ
コ
ト
点
の

省
か
れ
た
形
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
真
福
寺
本
の
一
訓
に
「
キ
キ
シ
（

レ
）
ル
コ
ト
」
は
あ
る
が
、
 
「
ホ
ノ
シ
（
レ
）
ル
コ
ト
」
が
共
通
の
原
由
。
刊

本
の
訓
に
「
知
り
聞
コ
ト
ヲ
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
字
の
順
序
ど
お
り
に
読
ん

だ
新
し
い
も
の
と
思
う
。
「
寸
」
は
、
原
文
に
「
寸
斬
馬
寸
断
」
と
あ
る
、
そ

れ
を
さ
す
副
詞
訓
で
、
刊
本
は
「
ス
タ
く
二
、
キ
サ
く
一
こ
の
両
訓
を
残

す
。
他
の
伝
本
の
訓
に
は
、
「
キ
タ
く
一
こ
「
キ
サ
く
一
こ
「
ツ
タ
く

一
こ
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
、
本
書
の
形
で
は
見
え
な
い
。
「
ク
ダ
ク
ダ
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一
こ
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
諸
訓
に
比
べ
て
新
し
い
語
感
た
る
は
否
め

な
い
。

 
 
シ
ホ
レ
タ
リ
 
 
タ
（
 
）
キ
モ
ノ
 
ナ
タ
マ
シ
 
 
ツ
キ
人
ヲ
ン
ナ
 
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

 
 
注
涙
 
轟
蛆
 
一
々
 
田
口
 
京
・
兆

 
 
タ
ナ
ス
チ
 
 
 
同
．
 
 
 
ソ
リ
ア
ヵ
ル
 
 
 
ス
ヘ
ラ
カ
ニ
シ
テ

 
 
手
子
指
頭
 
証
昂
 
認
証
9
（
巾
巻
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テ
イ
カ
ウ
ト

「
注
涙
」
は
、
原
文
「
泣
涙
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
原
訓
は
、
「
泣
涙
と
シ
ホ

タ
レ
テ
」
な
ど
「
シ
ホ
タ
ル
」
が
通
訓
と
な
っ
て
い
る
か
ち
、
 
「
シ
ホ
レ
タ
リ

」
も
、
お
そ
ら
く
「
シ
ホ
（
タ
）
レ
タ
リ
」
の
誤
脱
か
。
あ
る
い
は
「
シ
ホ
ル

」
と
い
う
意
解
に
よ
る
も
の
か
。

 
「
轟
蛆
」
の
訓
の
第
二
字
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
、
判
然
し
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
原
訓
は
全
く
別
語
で
、
文
選
読
「
騒
蛆
ト
」
を
う
け
て
の
訓
は
、
 
「

サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ル
、
モ
ノ
ハ
ミ
ツ
ク
ス
」
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

 
「
田
々
」
は
、
刊
本
に
「
カ
タ
マ
シ
カ
ホ
ニ
，
シ
テ
、
ネ
タ
マ
ジ
カ
ホ
一
こ
の
両

訓
を
示
す
が
、
他
益
は
「
ネ
タ
マ
シ
カ
ホ
一
こ
が
共
通
訓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
ナ
タ
マ
シ
」
は
、
お
そ
ら
く
「
ネ
」
を
「
ナ
」
．
と
誤
っ
た
も
の
と
認
め
て
よ

い
。
本
書
の
よ
っ
た
底
本
資
料
に
す
で
に
そ
う
あ
っ
た
か
否
か
。
こ
の
例
な
ど

に
み
て
も
、
誤
認
に
よ
る
か
な
り
の
錯
誤
が
他
に
も
あ
る
べ
き
は
否
め
な
い
。

 
「
恒
餓
」
の
「
恒
」
は
馬
 
コ
姫
」
に
作
る
原
文
も
あ
る
が
、
複
合
し
て
、
 
「

恒
蛾
の
ツ
キ
ヒ
ト
」
と
通
訓
す
る
。
真
福
寺
本
は
、
本
書
と
同
じ
く
「
ツ
キ
ヒ

ト
ヲ
ユ
ナ
」
と
訓
ず
る
が
、
醍
醐
寺
本
は
、
反
対
に
「
ツ
キ
ヒ
ト
ヲ
ト
コ
」
に

な
っ
て
い
る
。
「
京
兆
」
の
訓
は
、
全
く
意
外
で
、
原
文
「
京
平
民
曽
書
眉
曲

」
と
あ
る
と
こ
ろ
。
か
か
る
訓
あ
る
べ
く
も
な
い
語
で
あ
る
が
、
 
「
窃
雍
」
の

語
音
と
の
誤
推
で
、
そ
の
一
訓
「
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
（
シ
テ
）
」
が
、
ま
ぎ
れ
入
っ

た
も
の
か
。

 
「
手
子
」
と
「
指
頭
」
と
は
同
訓
と
注
し
て
、
直
続
し
て
記
載
せ
ら
れ
、
「

．
仙
」
の
注
記
に
よ
？
て
い
る
。
諸
本
共
通
し
て
、
い
ず
れ
の
語
を
も
、
「
タ
ナ

ス
へ
（
エ
 
）
．
」
と
訓
ず
る
。
「
タ
ナ
ス
チ
」
の
訓
は
何
に
よ
っ
た
か
、
要
す
る

に
原
訓
に
は
見
え
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
．

 
「
侵
昂
」
は
、
は
っ
き
り
と
「
テ
イ
カ
ウ
ト
ソ
リ
ア
カ
ル
」
の
文
選
読
を
あ

げ
て
い
る
の
は
よ
い
が
、
「
ソ
リ
ア
カ
ル
」
の
訓
は
諸
本
原
訓
に
な
く
、
「
プ

リ
ア
ヲ
ノ
ク
、
フ
シ
ア
ヲ
ク
、
ハ
フ
ル
」
な
ど
の
．
一
地
域
採
っ
て
い
る
。

 
「
選
遙
」
の
訓
も
、
ま
た
こ
れ
と
同
趣
で
あ
る
。
「
シ
タ
ラ
カ
ニ
、
タ
ヲ
ヤ

カ
ニ
、
ナ
コ
ヤ
カ
ニ
、
ナ
ヨ
ヤ
カ
一
こ
と
語
幹
は
多
様
で
あ
る
が
、
「
ス
ヘ
ラ
、

力
一
こ
と
い
う
本
書
の
例
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。

 
 
ハ
ン
イ
ツ
 
 
 
ホ
シ
イ
マ
・
 
 
ム
カ
シ
ム
ヵ
シ
ヨ
リ
コ
・
ノ
カ
タ
 
 
ワ
タ
カ
マ
ル
，

 
 
万
一
 
縦
横
薔
旧
来
 
椀
転
ト
（
下
巻
）

原
文
に
、
「
玉
込
万
一
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
万
か
一
を
」
と
読
む
、
「
万
」

を
「
ヨ
ロ
ッ
」
と
訓
読
す
る
か
音
読
「
マ
ン
」
と
す
る
か
、
い
ず
れ
の
例
も
原

訓
に
あ
る
が
、
本
書
は
音
読
し
て
、
し
か
も
「
ハ
（
バ
）
ン
イ
ッ
」
と
一
語
に

扱
っ
て
い
る
。
「
縦
横
」
に
ご
の
訓
あ
る
は
妥
当
な
が
ら
、
原
訓
で
は
「
ジ
ウ

ワ
ウ
、
シ
ヨ
ウ
ク
ワ
ウ
」
の
音
読
か
、
 
「
タ
・
サ
マ
ヨ
コ
シ
マ
、
タ
・
サ
ヨ
コ

サ
」
の
訓
読
か
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
訓
に
よ
る
。
原
文
「
縦
横
照
綺
絡
」
の

読
み
で
あ
る
。
「
薔
、
旧
来
」
は
、
連
続
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
原
形
の

ま
ま
に
記
せ
ば

 
 
ム
カ
シ
 
ム
ヵ
シ
リ
コ
ノ
カ
タ

 
 
奮
遊
旧
 
来
仙

と
な
っ
て
お
り
、
相
続
く
出
典
注
記
が
、
「
遊
」
と
「
仙
」
と
に
わ
か
れ
る
特

異
さ
で
、
ζ
れ
ぞ
け
を
見
る
と
、
‘
こ
の
二
つ
は
、
別
文
献
を
示
す
も
の
の
よ
う
、
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'

で
も
あ
6
が
。
た
ま
た
ま
、
こ
う
い
う
表
記
に
な
っ
た
か
、
ま
た
は
、
そ
の
底

本
資
料
に
ひ
か
れ
て
か
。
ふ
つ
う
な
ら
「
仙
」
は
、
「
同
」
と
あ
っ
て
よ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
語
と
も
原
訓
は
す
べ
て
「
モ
ト
ヨ
．
リ
」
の
訓
に
つ
き

る
。
「
娩
転
」
の
語
は
原
典
に
あ
る
が
、
こ
の
訓
は
な
い
。
、
こ
こ
は
送
り
仮
名

「
ト
」
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
「
下
弓
ト
ワ
タ
カ
マ
ル
」
の
文
選
読
と
な
る
。

原
訓
は
、
そ
の
訓
読
は
「
ミ
ツ
ク
ロ
ヒ
（
シ
）
、
マ
ロ
ム
テ
」
に
共
通
す
る
。

こ
の
項
、
さ
い
ご
に
、
句
読
の
訓
法
に
問
題
の
あ
る
語
例
に
つ
い
て
考
え
る
。

そ
れ
は

 
 
ワ
ラ
ン
へ

 
 
黙
 
見
 
（
上
巻
）

 
 
ヲ
ソ
ク
レ

と
あ
る
記
載
で
、
左
訓
は
、
 
「
ヲ
ソ
ク
レ
た
る
」
と
い
う
ヲ
コ
ト
点
を
脱
し
た

訓
読
だ
け
を
示
し
、
お
そ
ら
く
「
ヲ
ソ
汐
レ
た
る
ワ
ラ
ン
へ
」
と
い
う
が
ご
と

き
読
み
に
立
つ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
原
文
に
あ
た
る
と

惣
悉
三
三
便
三
三
適
換
作

の
よ
う
で
あ
る
。
傍
線
の
部
分
は
、
こ
れ
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
語
に
、
つ
ま

り
切
ら
ず
に
読
む
か
、
い
ち
お
う
そ
こ
で
句
読
を
打
っ
て
わ
け
る
か
、
と
い
う

訓
法
め
別
れ
が
あ
る
。
本
書
は
、
明
ら
か
に
一
つ
づ
き
の
訓
に
よ
っ
て
い
て
、

 
 
 
 
 
 
ヲ
ソ
ク
 
 
 
 
 
ワ
ラ
へ

真
福
寺
本
の
「
黙
 
レ
タ
ル
見
の
チ
コ
」
や
、
陽
明
文
庫
本
の
「
ヲ
ソ
ク
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
ラ
バ

た
る
（
ヲ
ク
ツ
ケ
ル
）
 
児
め
」
な
ど
の
三
法
に
通
ず
る
。
し
か
る
に
、
刊
本

 
 
 
タ
ヨ
リ
 
ヲ
ク
 
 
 
 
 
ワ
ラ
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ヨ
リ

で
は
-
「
便
ヲ
鮎
レ
ケ
ン
、
児
パ
」
と
あ
り
、
衷
た
醍
醐
寺
本
に
は
．
「
便

 
オ
ク
 
 
 
 
 
 
ロ
ワ
ラ
バ

を
匙
レ
ナ
ム
、
 
見
ハ
」
と
あ
っ
て
、
別
の
貯
法
と
な
る
。
訓
読
の
理
解
の
違

い
が
、
こ
こ
に
あ
ら
．
わ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

 
そ
の
注
記
が
、
「
遊
仙
、
．
遊
、
仙
」
の
い
ず
れ
に
あ
る
も
の
を
も
区
別
せ
ず

中
世
辞
書
の
「
遊
仙
窟
」
訓
 
⇔

同
一
に
扱
っ
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
の
如
何
に
も
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
注
記
あ
る

も
の
で
、
な
お
、
ど
う
理
解
す
る
べ
き
か
、
わ
か
り
が
ね
る
も
の
が
あ
る
。
所

載
の
ま
ま
の
形
で
あ
げ
る
。

 
 
ア
ツ
カ
フ
同
 
同
 
 
同
 
 
同
 
 
 
 
 
イ
タ
ス
タ
ノ
シ
ミ
ヲ

 
 
機
焚
喝
椒
爲
仙
 
底
豫
仙
（
上
巻
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
孟

「
ア
ッ
カ
フ
」
の
同
訓
字
を
列
挙
し
て
、
 
「
仙
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
訓

そ
の
字
と
も
に
、
原
典
に
見
え
ず
、
ま
た
「
タ
ノ
シ
ミ
ヲ
イ
タ
ス
」
と
読
む
べ

・
き
訓
、
語
と
も
に
、
不
明
。
も
っ
と
も
、
こ
の
注
記
に
、
 
「
仙
、
孟
」
と
併
記

し
て
い
る
の
で
、
「
仙
」
が
出
典
を
示
し
た
も
の
か
否
か
。
然
ら
ず
と
す
れ
ば

こ
れ
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

 
 
セ
ハ
 

タ
ヘ
ヲ
イ
テ
ミ
ョ
ク
ッ

 
 
説
話
遊
取
遊
仙
親
劃
於
（
中
巻
）

こ
れ
ま
た
、
全
く
無
縁
の
語
訓
の
よ
う
で
あ
る
。
原
典
か
ら
の
直
接
援
用
な
ら

ば
、
か
か
る
錯
誤
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
が
。
「
遊
仙
」
の
注
記
は
、
数
少
な

い
う
ち
の
珍
し
い
一
例
で
あ
る
。

 
 
ノ
ナ
シ
リ
ノ
ハ
タ

 
 
眼
 
脹
仙
 
（
下
巻
）

原
典
に
、
「
眼
豚
、
眼
尾
」
は
あ
る
が
、
「
脹
」
に
は
作
ら
な
い
。
原
訓
は
、

い
ず
れ
の
回
訓
も
、
「
マ
ナ
シ
リ
」
で
あ
り
、
「
．
ハ
タ
」
は
加
わ
っ
て
い
な

、
 
O

し
M
 
 
 
 
 
 
 
、
 
-

．
こ
れ
ら
、
．
異
文
・
異
訓
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ど
う
し
て
お
こ
っ
た
か
は
断
じ
得

な
い
が
、
辞
書
の
常
と
し
て
、
原
典
か
ら
直
接
援
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
多

く
の
場
合
行
わ
れ
が
た
い
実
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
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、

九

 
塵
芥
（
清
原
宣
賢
自
筆
・
本
）
は
、
温
故
知
新
書
と
の
近
い
関
係
に
あ
る
も
の

で
、
遊
仙
窟
の
注
記
の
わ
ず
か
な
例
か
ら
も
、
そ
れ
が
判
然
す
る
。
そ
の
注
記

法
は
、
「
遊
仙
窟
（
屈
）
、
遊
仙
、
遊
、
仙
」
の
四
種
に
お
よ
ぶ
が
、
全
体
で

六
条
あ
る
う
ち
、
略
記
し
て
い
る
三
条
、
す
な
わ
ち

 
 
タ
ヘ
ヲ
イ
テ
ミ
ヨ
 
 
 
 
マ
ナ
シ
リ
ノ
ハ
タ
 
 
ア
ヵ
ツ
キ
ノ
ツ
キ

 
 
取
 
 
 
遊
仙
 
再
認
仙
 
明
月
遊

の
原
形
記
載
を
、
既
に
述
べ
た
知
新
書
の
例
に
対
照
す
る
と
、
明
ら
か
に
一
致

す
る
。
訓
だ
け
で
な
く
、
そ
の
略
記
法
に
お
い
て
で
も
。

 
さ
ら
に
、
残
る
三
条
を
あ
げ
る
と
、

 
 
ア
メ
ノ
シ
タ
 
 
 
 
 
メ
ツ
ラ
 
 
 
 
 
 

シ
ツ
 
ラ
ヒ

 
 
天
表
遊
仙
窟
弥
奇
遊
仙
屈
料
理
遊
仙
窟

の
よ
う
で
、
す
べ
て
書
名
を
そ
の
ま
ま
注
記
し
て
お
り
、
し
か
も
、
み
な
知
新

書
の
遊
仙
窟
注
記
の
条
に
は
存
し
な
い
。
た
だ
し
、
原
典
に
「
天
表
」
の
語
は

な
く
、
「
ア
メ
ノ
シ
タ
」
は
「
天
下
」
に
対
す
る
訓
で
あ
る
。
「
珍
奇
」
の
「

メ
ツ
ラ
カ
ニ
（
ア
ヤ
シ
ク
）
」
は
、
回
訓
に
共
通
す
る
。
「
料
理
ト
シ
ツ
ラ
ヒ

」
は
、
原
訓
ど
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
条
だ
け
が
、
ほ
ぼ
原
文
・
原

訓
で
（
書
名
を
略
記
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
直
接
の
援
用
と
い
う
こ
と
に
は
・

な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
混
在
の
不
合
理
は
、
さ
き
に
述
べ
て
い
る
。

て
い
る
の
は
、
注
意
せ
ら
れ
る
。

 
 
故
人
伝
日
。
遊
仙
窟
説
甚
以
興
。
天
暦
三
時
。
有
御
三
三
三
志
而
三
時
伝

 
 
其
説
尋
人
只
木
島
神
主
失
名
知
説
之
由
風
聞
。
傍
江
納
言
維
時
卿
。
忽
策

 
 
一
州
。
詣
木
島
神
主
。
示
可
愛
口
説
之
旨
。
神
主
敷
荒
薦
於
庭
上
。
具
授

 
 
序
説
云
々
。
維
時
品
濃
麟
。
参
禁
裏
奉
授
之
。

 
ほ
と
ん
ど
同
趣
の
伝
受
説
は
、
刊
本
な
ど
め
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
山

本
に
よ
豆
っ
て
は
、
こ
れ
を
欠
く
も
の
も
あ
る
。
書
写
に
あ
た
っ
て
、
あ
え
て
省

い
た
の
が
多
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
同
量
異
文
の
伝
受
説
で
も
、
醍
醐
寺
本
の

ご
と
き
は
、
刊
本
な
ど
の
よ
り
は
、
や
や
素
朴
と
い
う
べ
く
、
こ
の
明
文
抄
は

さ
ら
に
簡
短
と
い
え
る
。
共
通
に
存
す
る
「
維
時
」
卿
で
あ
る
が
、
醍
醐
寺
本

に
も
同
名
と
な
っ
て
い
る
に
対
し
て
、
刊
本
な
ど
他
の
伝
本
で
は
、
「
伊
時
」

と
書
か
れ
る
。
旧
名
と
し
て
同
訓
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
の
異
文
の
発
生
と
い
う

べ
き
混
同
で
あ
る
が
、
こ
の
抄
が
、
そ
の
人
名
に
お
い
て
、
醍
醐
寺
本
の
古
伝

と
一
致
す
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
i
昭
五
〇
・
九
・
一
五
稿
i

'
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一
〇

 
明
文
抄
（
続
類
従
本
）
は
、
遊
仙
窟
の
語
句
を
数
個
所
に
わ
た
っ
て
例
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
原
文
の
語
句
だ
け
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
訓
に

は
全
く
お
よ
ん
で
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
訓
読
の
伝
受
に
関
す
る
説
話
を
あ
げ


